
一
高
等
教
育
改
革
の
国
際
的
動
向

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
多
く
の
国
で
授
業
料

と
奨
学
金
制
度
の
改
革
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
国

で
の
急
速
な
改
革
に
比
べ
る
と
、
日
本
で
の
授
業
料
と
奨
学
金
制
度

の
改
革
は
、
あ
ま
り
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
し
か
し
、

国
立
大
学
の
法
人
化
に
よ
る
授
業
料
・
大
学
独
自
奨
学
金
設
定
の
可

能
性
や
、
日
本
育
英
会
の
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
（
以

下
「
日
本
学
生
支
援
機
構
」
）
へ
の
改
組
な
ど
、
日
本
で
も
制
度
的

な
枠
組
み
は
次
第
に
整
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ま
た
、
日

本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
受
給
者
の
増
加
に
伴
い
、
延
滞
率
の
増
加

な
ど
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
今
後
は
、
授
業
料
と
奨
学
金
に

関
し
て
、
こ
う
し
た
問
題
に
対
し
て
、
制
度
的
な
改
革
を
ど
の
よ
う

に
具
体
化
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
日
本
に
お
け
る
授
業
料
・
奨
学
金
問
題
を
考

え
る
た
め
の
参
考
と
し
て
、
各
国
の
授
業
料
と
奨
学
金
制
度
の
改
革
を

取
り
上
げ
る
。

（
１
）

紙
幅
の
関
係
で
、
授
業
料
・
奨
学
金
制
度
改
革
に
つ

い
て
各
国
別
に
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
各
国

共
通
の
傾
向
で
日
本
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
と
考
え
ら
れ
る
、
授
業

料
と
奨
学
金
の
セ
ッ
ト
改
革
、
教
育
費
負
担
の
変
化
、
高
等
教
育
機

会
の
均
等
の
危
機
、
ロ
ー
ン
の
回
収
ス
キ
ー
ム
の
四
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
に

焦
点
を
あ
て
て
、
各
国
の
動
向
と
日
本
へ
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

特集・奨学事業

大学と学生 2007.119

各
国
の
授
業
料
・
奨
学
金
制
度
改
革
の
動
向

小
林
雅
之

東
京
大
学
大
学
総
合
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
・

（
）

日
本
学
生
支
援
機
構
客
員
研
究
員



異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
は
広
範
に
み
ら
れ
る
現

象
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
新
制
度
に
よ
っ
て
一
部
の
大
学
で
導

入
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
一
九
八
九

年
に
授
業
料
相
当
分
の
卒
業
後
返
済
方
式
で
あ
る
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ

（
H
ig
h
er
E
d
u
ca
tio
n
C
o
n
trib
u
tio
n
S
ch
em
e）
を
導
入
し
た
。

こ
れ
は
実
質
的
に
は
授
業
料
相
当
額
の
無
利
子
ロ
ー
ン
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
四
年
に
は
従
来
の
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
に
加
え
て
、
フ
ル
コ
ス
ト
に

近
い
授
業
料
相
当
額
を
支
払
う
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
（
F
E
E
-H
ig
h
er

E
d
u
ca
tio
n
L
o
a
n
P
ro
g
ra
m
m
e）
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

（
２
）

こ
の
た

め
、
同
じ
大
学
専
攻
で
も
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
授
業
料
相
当
額
を
支
払
う
学

生
と
、
そ
の
二
、
三
倍
の
額
を
支
払
う
学
生
が
在
籍
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｐ
学
生
定
員
は
少
な
い
も
の
の
、

学
生
の
大
学
や
専
攻
の
選
択
に
大
き
な
影
響
が
あ
ら
わ
れ
始
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
国
と
も
授
業
料
と
奨
学
金
（
給
付
と
ロ
ー
ン
）

を
セ
ッ
ト
に
し
た
改
革
が
進
行
し
て
お
り
、
定
価
授
業
料
あ
る
い
は

純
授
業
料
（
定
価
授
業
料
―
給
付
奨
学
金
）
が
、
定
額
で
は
な
く
可

変
的
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
基
準
は
各
国
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
学
に
よ
る
決
定
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
専
攻
と
成
績
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ニ
ー
ド
（
経
済
的

必
要
性
）
と
メ
リ
ッ
ト
（
成
績
な
ど
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学
金
は
無
利
子
な
い

し
低
利
子
ロ
ー
ン
で
あ
り
、
給
付
奨
学
金
で
は
な
い
。
日
本
育
英
会

の
奨
学
金
返
還
免
除
制
度
が
二
〇
〇
四
年
に
日
本
学
生
支
援
機
構
に

改
組
時
に
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
授
業
料
減
免
を
除
け
ば
、
学
部
生
に

は
公
的
給
付
奨
学
金
は
な
い
。
こ
の
こ
と
自
体
が
日
本
の
奨
学
金
の

大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
各
国
と
も
給
付
奨
学
金
か
ら
ロ
ー
ン
へ
の

移
行
が
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
み
る
と
、
日
本
は
各

国
に
先
駆
け
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
。

三
教
育
費
負
担
（
C
o
st-S
h
a
rin
g
）
の
推
移

各
国
の
教
育
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
・
社
会
・
経
済
に
深
く
根
ざ

し
て
お
り
、
授
業
料
や
奨
学
金
の
国
際
比
較
に
際
し
て
も
こ
の
点
を

十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
単
に
奨
学
金
の
受
給
基
準
や

ロ
ー
ン
の
返
済
方
法
を
比
較
す
る
だ
け
で
は
、
表
面
的
な
理
解
に
と

ど
ま
っ
た
り
、
理
解
を
誤
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
う
し
た
文
化
・
社
会
・
経
済
の
う
ち
で
、
授
業
料
や
奨
学
金
を

考
慮
す
る
際
に
最
も
重
要
な
の
は
、
教
育
費
負
担
に
関
す
る
考
え
方
、

さ
ら
に
教
育
に
対
す
る
各
国
の
考
え
方
の
相
違
で
あ
る
。
大
ま
か
に

い
え
ば
、
北
欧
諸
国
は
個
人
主
義
で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
家
族

主
義
で
あ
る
こ
と
が
相
違
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
。
北
欧
諸
国
で
は
、

大
学
生
の
学
費
や
生
活
費
を
親
が
負
担
し
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
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検
討
す
る
。
な
お
、

以
下
で
は
、
主
と
し
て
国
公
立
大
学
の
学

士
課
程

学
生
に
対
す
る
授
業
料
と
公
的
奨
学
金
に
対
象
を
限
定
し
て
い
る
。

二
授
業
料
と
奨
学
金
の
セ
ッ
ト
の
改
革

大
学
教
育
を
原
則
無
償
と
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
や
中
国
で

も
高
等
教
育
の
急
激
な
マ
ス
化
に
よ
り
、
公
財
政
が
圧
迫
さ
れ
、
教

育
費
の
公
的
負
担
の
維
持
が
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
教

育
費
の
負
担
を
授
業
料
に
よ
っ
て
、
親
や
学
生
に
求
め
る
動
き
が
出

て
き
て
い
る
。
既
に
イ
ギ
リ
ス
や
中
国
で
は
授
業
料
の
徴
収
が
行
わ

れ
、
そ
の
高
騰
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
こ
の
問
題
は
一
九
八
〇
年
代
以
降

重
要
な
論
争
点
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
高
額
な
授
業
料
に
よ
っ

て
高
等
教
育
機
会
の
均
等
が
脅
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

問
題
は
各
国
共
通
の
重
要
な
政
策
課
題
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
授

業
料
と
あ
わ
せ
て
奨
学
金
制
度
の
改
革
も
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

各
国
の
高
等
教
育
改
革
の
大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
料
と
奨
学
金
あ
る
い
は
教
育
ロ
ー
ン
の
セ
ッ
ト
改
革
は
一
九

九
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
高
授
業
料
・
高
奨
学
金
政
策
へ

の
移
行
と
し
て
、
注
目
さ
れ
て
い
た
。
高
授
業
料
・
高
奨
学
金
政
策

と
は
、
授
業
料
の
引
き
上
げ
に
見
合
う
形
で
、
奨
学
金
、
と
り
わ
け

給
付
奨
学
金
（
グ
ラ
ン
ト
）
を
提
供
す
る
と
い
う
政
策
で
あ
る
。
授

業
料
引
き
上
げ
は
学
生
全
員
に
行
わ
れ
る
が
、
奨
学
金
は
対
象
が
限

定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
政
策
に
よ
っ
て
授
業
料
収
入
を
増
や
す
と
と

も
に
、
低
所
得
層
の
高
等
教
育
機
会
を
拡
大
し
た
り
、
大
学
の
望
む

学
生
を
獲
得
し
た
り
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
高
授
業
料
・
高
奨
学
金
政
策
は
、
他
の
国
に
も
波
及
し
て
き

て
い
る
。
そ
の
典
型
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
ま
で

実
質
的
に
授
業
料
は
無
償
で
あ
り
、
奨
学
金
も
給
付
で
あ
っ
た
が
、

一
九
九
〇
年
に
ロ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
八
年
か
ら
授

業
料
が
徴
収
さ
れ
給
付
奨
学
金
は
廃
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇

六
年
度
か
ら
大
学
は
授
業
料
を
独
自
に
設
定
で
き
る
代
わ
り
に
、
法

定
授
業
料
二
七
〇
〇
ポ
ン
ド
（
約
六
三
万
円
）
を
越
え
た
授
業
料
を

設
定
す
る

場
合
に
は
、
必

ず
大
学

独
自
給
付
奨
学
金
（
b
u
rsa
ry
、

最
低
三
〇
〇

ポ
ン
ド
（

約
七

万
円
）
か
ら
最

高
五
〇
〇
〇

ポ
ン
ド

（
約
一
一
六
万
円
））
を
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
。

約
九
割
の
大
学
は
、
授
業
料
を
上
限
額
の
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
約
七

〇
万
円
）
に
設
定
し
て
い
る
が
、
大
学
独
自
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、

大
学
に
よ
っ
て
対
応
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
平
均
額
で
は
授
業
料
の

約
三
割
、
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
約
二
三
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

授
業
料
と
奨
学
金
を
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
は
、
学
生
が
実
際
に
支
払

う
純
授
業
料
（
定
価
授
業
料
―
給
付
奨
学
金
）
が
、
学
生
に
よ
っ
て
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料
と
奨
学
金
改
革
の
中
で
、
む
し
ろ
所
得
階
層
別
あ
る
い
は
地
域
別
の

不
平
等
が
拡
大
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
メ
リ
ッ
ト
ベ
ー
ス
の
州
政
府
奨

学
金
が
増
加
し
、
こ
れ
が
ニ
ー
ド
ベ
ー
ス
奨
学
金
に
影
響
を
与
え
る
結

果
と
し
て
、
低
所
得
層
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
進
学
機
会
に
影
響
を
与
え

て
い
る
か
否
か
が
論
争
に
な
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
授
業
料
・
奨
学

金
政
策
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
更
は
こ
の
機
会
均
等
を
め
ぐ
る
論
争
が
大

き
な
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の

導
入
の
理
由
の
一
つ
は
授
業
料
を
在
学
中
に
徴
収
す
る
の
で
は
な
く
、

卒
業
後
に
所
得
に
連
動
し
て
回
収
す
る
た
め
、
高
等
教
育
機
会
に
影

響
を
与
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
負
担
感
の
大
き
い

低
所
得
層
に
対
す
る
進
学
需
要
を
減
少
さ
せ
な
い
ね
ら
い
が
あ
っ
た
。

ロ
ー
ン
負
担
感
は
と
り
わ
け
低
所
得
層
で
大
き
く
、
ロ
ー
ン
を
回

避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
高
等
教
育
の
機
会
均
等
の
た

め
の
奨
学
金
が
ロ
ー
ン
の
場
合
に
は
、
最
も
援
助
を
必
要
と
す
る
低

所
得
層
が
援
助
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
、
効
果
が
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
た
め
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
生
支

援
を
最
も
必
要
と
す
る
低
所
得
層
が
支
援
に
対
す
る
認
知
や
知
識
に

乏
し
い
こ
と
か
ら
、
低
所
得
層
で
高
等
教
育
機
会
の
選
択
が
不
利
に

な
る
こ
と
が
議
論
さ
れ
、
実
証
研
究
も
な
さ
れ
て
い
る
（
中
国
の
場

合
に
は
こ
れ
に
加
え
て
、
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
の
地
域
格
差
が
大
き
な
問

題
と
さ
れ
て
い
る
）
。
こ
の
よ
う
に
、
授
業
料
や
奨
学
金
の
多
様
化

は
選
択
肢
を
増
や
す
と
い
う
点
で
望
ま
し
い
反
面
、
進
路
選
択
の
困

難
性
も
増
加
す
る
と
い
う
問
題
も
生
ん
で
い
る
。

五
回

収
ス

キ
ー

ム
―

所
得

連
動

型
ロ

ー
ン

の
導

入
の

コ
ン

ト

ラ
ス
ト

ロ
ー
ン
の
返
済
方
法
と
し
て
、
理
論
的
に
最
も
優
れ
た
ス
キ
ー
ム

と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
、
所
得
連
動
型
ロ
ー
ン
（
In
co
m
e

C
o
n
tin
g
en
t
L
o
a
n
,
IC
L
）
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
所
得
に
応
じ

て
返
済
額
が
決
定
さ
れ
、
所
得
が
最
低
基
準
額
以
下
の
借
り
手
は
返

済
が
猶
予
さ
れ
、
一
定
期
間
の
後
あ
る
い
は
一
定
年
齢
以
上
で
は
最

終
的
に
は
返
済
免
除
さ
れ
る
た
め
、
負
担
感
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、

「
過
去
の
所
得
に
応
じ
て
受
け
取
り
、
未
来
の
所
得
に
応
じ
て
支
払

う
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

厳
密
に
言
え
ば
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
に
は
、
所
得
に
連
動
し
た
返
済
額
、
一

定
所
得
以
下
の
場
合
の
返
済
猶
予
な
い
し
免
除
、
源
泉
徴
収
あ
る
い

は
そ
れ
に
類

似
の
徴
収
と
い
う
三
つ
の
要

素
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
別

々

の
問
題
で
あ
り
、

各
国
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
は
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

多
く
の
Ｉ
Ｃ
Ｌ
の
場
合
に
は
、
卒
業
後
の
所
得
か
ら
直

接
徴
収
さ
れ
る

た
め
、

海
外

居
住

者
な
ど
を
除
い
て
未
返
済
が
少
な
い
。
し
か
し
、
所

特集・奨学事業

大学と学生 2007.1113

も
っ
と
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
大
学
授
業
料
は
無
償
で
あ
る
。
奨
学

金
や
ロ
ー
ン
の
受
給
に
関
し
て
も
、
親
や
配
偶
者
の
所
得
は
ま
っ
た

く
考
慮
さ
れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
本
人
の
所
得
が
な
け
れ
ば
、
親
や

配
偶
者
が
い
か
な
る
高
所
得
者
で
も
奨
学
金
や
ロ
ー
ン
が
支
給
さ
れ

る
。
ロ
ー
ン
返
済
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
徹
底
し
た

個
人
主
義
の
考
え
が
貫
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
理
解
し
な
い
と
、

北
欧
諸
国
は
じ
め
欧
米
諸
国
の
奨
学
金
制
度
は
理
解
で
き
な
い
。

同
時
に
北
欧
諸
国
で
は
、
教
育
費
（
学
費
）
は
公
的
負
担
す
な
わ

ち
税
金
で
ま
か
な
う
と
い
う
考
え
方
が
徹
底
し
て
い
る
。
高
所
得
層

の
親
は
、
所
得
に
応
じ
て
税
を
払
う
こ
と
で
、
教
育
費
を
負
担
し
て

い
る
し
、
学
生
も
卒
業
後
に
ロ
ー
ン
返
済
に
よ
っ
て
同
じ
よ
う
に
教

育
費
（
生
活
費
）
を
負
担
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
全
体
で
教
育

を
支
え
る
と
い
う
考
え
方
が
、
個
人
主
義
と
並
立
し
て
い
る
こ
と
も

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

教
育
費
だ
け
で
な
く
、
年
金
・
保
険
・
介
護
な
ど
の
福
祉
に
つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
教
育
費
は
こ
う
し
た
公
的
負
担
シ
ス
テ
ム
の
一

部
で
あ
り
、
こ
れ
ら
と
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

同
時
に
こ
の
こ
と
は
、
教
育
費
負
担
問
題
は
、
一
世
代
の
問
題
で
は

な
く
、
数
世
代
に
わ
た
る
長
期
的
な
視
点
か
ら
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

先
に
み
た
授
業
料
・
奨
学
金
制
度
の
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
改
革
に
よ
っ

て
、

米
英

豪
中

韓
な

ど
の
国
で
は
、
高
等
教
育
の

費
用
負
担

（
C
o
st-S

h
a
rin
g
）
は
、
授
業
料

無
償
か
ら

有
償
化
、
さ
ら
に
授
業

料
の
値
上
げ
と
給
付
奨
学
金
か
ら
ロ
ー
ン
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
公

的
負
担
か
ら
私
的
負
担
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、

一
九
九
八
年
に

給
付
奨
学
金
を
原
則
と
し
て
全
廃
し
た
（
そ
の
後
復

活
）
国
も
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
一
九
九
〇
年
代
に
給
付
奨
学
金
よ

り
ロ
ー
ン
の
総
額
の
方
が
大
き
く
な
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も

一
九
八
〇
年
代
は
公
立
大
学
の
授
業
料
は
無
償
で
あ
っ
た
が
、
一
九

八
九
年
に
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
が
導
入
さ
れ
、
実
質
的
な
授
業
料
徴
収
が
始
ま
っ

た
。
さ
ら
に
、

Ｆ
Ｅ
Ｅ
Ｈ
Ｅ
Ｌ

Ｐ
が
導
入
さ
れ
、

公
的
負
担
か
ら

私
的
負
担
へ
と
移
行
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
各
国
の
改
革
動
向
は
、
教
育
費
の
公
的
負
担
か
ら

私
的
負
担
へ
の
移
行
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

私
的
負

担
の
中
で
も
ロ
ー
ン
の
導
入
に
よ
っ
て
、
親
か
ら
学
生
本
人

へ
の
シ

フ
ト
が
進
行
し
て
い
る
。
日
本
は
こ
の
点
で
は
、
韓
国
と
並
ん
で
、

最
も
私
的
負
担
が
大
き
く
、
と
り
わ
け
親
負
担
の
大
き
い
国
で
あ
る
。

四
高
等
教
育
機
会
均
等
の
危
機

各
国
と
も
、
奨
学
金
の
本
来
の
目
的
の
一
つ
は
高
等
教
育
機
会
の

均
等
の
達

成
で
あ
る
。
し
か
し
、
高
等
教
育
の
マ
ス
化
と
一
連
の
授
業
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い
る
。
機
会
均
等
の
た
め
に
は
教
育
費
の
公
的
負
担
が
重
要
と
な
る
。

し
か
し
、
大
き
く
み
る
と
、
教
育
費
の
公
的
負
担
か
ら
私
的
負
担
、

さ
ら
に
親
か
ら
子
の
負
担
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と
が
世
界
的
傾

向
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
日
本
は
韓
国
と
並
ん
で
私
的
負
担
が
最
も

重
く
、
こ
れ
以
上
の
私
的
負
担
の
増
加
は
難
し
い
。
し
か
し
、
私
的

負
担
の
中
で
も
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
、
親
負
担
か
ら
子
負
担
へ
シ
フ
ト

さ
せ
る
方
が
望
ま
し
い
の
か
、
年
金
・
介
護
な
ど
他
の
負
担
の
問
題

と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ロ
ー
ン
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
延
滞
率
も
増
加
し
各
国
と
も
ロ
ー

ン
回
収
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
も
ロ
ー
ン
回
収
を
強
化
す

る
た
め
に
、
た
だ
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
強
化
す
る
だ
け
で
は
、
ロ
ー
ン
回

避
や
ひ
い
て
は
進
学
断
念
な
ど
が
起
き
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
の
点
を

十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
多
く
の

国
で
は
奨
学
金
は
親
の
所
得
水
準
に
よ
っ
て
異
な
り
、
所
得
連
動
型

ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
卒
業
後
に
返
済
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
日
本

で
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
の
導
入
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
は
国
税
庁
と
の
協
力
な
ど
、
実
現
す
る
に
は
現
実
的
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
く
あ
る
。

日
本
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ま
で
授
業
料
と
奨
学
金
を
セ
ッ
ト
に
し

た
政
策
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
近
年
、
大
学
独
自
奨

学
金
は
、
か
な
り
多
く
の
大
学
で
採
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
東
京
大

学
は
年
収
四
〇
〇
万
円
以
下
の
世
帯
の
学
生
の
授
業
料
免
除
を
実
施

す
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
動
向
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
か
わ
か

ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
試
み
が
高
等
教
育
機
会
や
公

的
奨
学
金
の
あ
り
方
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
く
か
、
今
後

の
授
業
料
・
奨
学
金
制
度
の
行
方
を
占
う
上
で
、
重
要
な
注
目
点
と

言
え
よ
う
。

（
１
）
本
論
文
は
、
平
成
一
七
―
一
八
年
度
文
部
科
学
省
先
導
的
大
学
改

革
推
進
事
業
「
諸
外
国
に
お
け
る
奨
学
制
度
に
関
す
る
調
査
研
究

及
び
奨
学
金
事
業
の
社
会
的
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
」
の
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

（
２
）
フ
ル
コ
ス
ト
を
支
払
う
学
生
を
受
け
入
れ
る
二
重
ト
ラ
ッ
ク
授
業

料
政
策
は
、
東
欧
圏
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
そ
の
他
の
諸
国
で
も
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
か
つ
て
の
中
国
で
み
ら
れ
、
現
在
で
は
独
立
学
院

が
実
質
的
に
こ
れ
に
あ
た
る
。

（
３
）
厳
密
に
言
え
ば
、
授
業
料
の

納
入
が
在
学
中
か
卒
業
後
か
と
、
返

済
額
が
所
得
連
動
型
で
あ
る
か
ど
う
か
と
、
所
得
か
ら
の

直
接
の

回
収
、

利
子

補
給
の

有
無
は
そ
れ

ぞ
れ

別
の
問
題
で
あ
る
。
所
得

連
動
型
で
も
回
収
機
関
を

通
じ
た

間
接
的
な

徴
収
は
あ
り
得
る
し
、

固
定

額
返
済
型
で
も

直
接

徴
収
は
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の

組
み
合
わ
せ
は
多

様
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ

げ
た
以
外
の

混

合
型
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
）
も
可
能
に
な
る
。
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得
が
最

低
基
準
以
下
で
は
猶

予
さ
れ
、
さ
ら
に
一

定
期

間
あ
る
い
は
一

定
年
齢
以
上
で
は
免
除
さ
れ
る
た
め
未
返
済
が
生
じ
る
。
こ
の
方
式
は
、

ま
ず
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
Ｈ

Ｅ
Ｃ

Ｓ
で
採
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
国
に

普
及
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
一

九
九
八
年
の
学
生
ロ
ー
ン
で
採
用
さ
れ
、

さ
ら
に
二
〇
〇

六
年
か
ら
は
授
業
料

徴
収
も
Ｉ
Ｃ
Ｌ
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
連

邦
ロ
ー
ン
の
返
済
方

法
と
し
て
所
得
連

動
型
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
の
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｌ
に
関
し
て
は
、
英
豪
と
ア
メ
リ
カ
は
極
端
な
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
原
因
の
一
つ

は
、
制
度
設
計
の
相
違
、
と
り
わ
け
利
子
に
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
や
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ー
ン
は
イ
ン
フ
レ
分
だ
け
増
加
す

る
の
み
で
実
質

無
利
子
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の

Ｉ
Ｃ
Ｌ
は

有
利
子
の
た
め
、
一

般
に

長
期
の
返
済

期
間
を
要
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｌ
は
返
済
総
額
が
き
わ
め
て
大
き
く
な
る
。

（
３
）

こ
の
こ
と
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
利
子
を
誰
が
負
担
し
て
い
る
か
と

い
う
問
題
を
提
起
す
る
。
返
済
免
除
や
、
利
子
補
給
が
な
さ
れ
て
い

る
場
合
に
は
利
子
相
当
分
が
給
付
奨
学
金
と
考
え
ら
れ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
直
接
み
え
に
く
い
も
の
の
利
子
補
給
の
形
で
公
的
負
担
が

な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
教
育
機
会
均
等
の
た
め
の
コ
ス

ト
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
コ
ス
ト
が
高
く
、
納
税
者
と
り
わ

け
非
進
学
者
に
負
担
を
か
け
て
い
る
と
い
う
主
張
も
あ
る
。
実
質
無

利
子
で
あ
る
場
合
に
は
、
利
子
分
だ
け
公
的
補
助
で
あ
り
、
ロ
ー
ン

の
借
り
手
は
中
所
得
層
に
多
い
た
め
、
中
所
得
層
へ
の
補
助
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。

ロ
ー
ン
回
収
に
つ
い
て
、
も
う
一
つ
の
大
き
な
問
題
は
、
ロ
ー
ン
の
効

率
性
で
あ
る
。
ロ
ー
ン
の
効
率
性
は
、
延
滞
率
（
未
返
済
（

D
efa

u
lt）

率
）
と
管

理
コ
ス
ト
に
関
連
す
る
コ
ス
ト
・
リ
カ
バ
リ
ー
が
重
要
な
要

素

と
な
る
。
一

般
に
コ
ス
ト
・
リ
カ
バ
リ
ー
率
を
上
げ
る
た
め
に
、
ロ
ー
ン

の
回
収
を
強
化
し
延
滞
率
を
下
げ
よ
う
と
す
れ
ば
、
ロ
ー
ン
借
り
手
の
デ
ー

タ
や
追

跡
・
回
収
な
ど
の
管

理
コ
ス
ト
は
増
大
す
る
と
い
う
ト
レ
ー
ド
オ

フ
の
関

係
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
効
率
的
な
制
度

設
計
を
す

る
か
が
問
題
と
な
る
。

未
返
済
に
関
し
て
は
、
リ
ス
ク
管

理
の
問
題
と

い
う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
リ
ス
ク
プ
レ
ミ
ア
ム
分
を

利
子
率
に
上

乗
せ
し
た
り
手

数
料
を
徴
収
し
た
り
す
る
リ
ス
ク
・
プ
ー
リ

ン
グ
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
と
し
て
の
延
滞
料
や
罰
金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
停

止
、

保

証
制
度
や
連
帯

保
証

人
制
度
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
先

進
国
で
は
イ
ン
フ
ラ
が
比

較
的

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
な
ど
の
途

上
国
で
は
と
り
わ
け
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

六
日
本
の
授
業
料
・
奨
学
金
の
あ
り
方

授
業
料
・
奨
学
金
は
、
教
育
費
の
負
担
問
題
と
大
き
く
関
わ
っ
て
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